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表面実装型微小ミラーの 3 光結合器を作成し，結合効率を評価するとともに，受光面サイズが40μmX40μm 以
下では導波路端部微小ミラーの結合効率が表面実装型微小ミラーのそれを上回ることを明らかとし， 3.5 GHz 
の伝送帯域を有する良好な面型受光素子一光導波路間光結合系が電気光混載配線板上で得られることを明らか
としている。
(3) 高さ調整溝による端面型発光素子 LD アレイと光導波路の光結合を行うパッシプアライメントを実現し，また
LD 搭載面となる高さ調整溝面テラスをサーマルピアによりセラミック基板と接合した構成とすることによ
り，実効熱伝導率が160倍にまで高まることを明らかにしている。さらに，提案した実装方法が LD アレイのモ




(5) コヒーレンスが極めて高く，発振波長が安定した DFB レーザを用しh スペックル雑音によるパワーペナルティ
に基づいたマルチモードファイパ一間の接続トレランス測定法を提案し，その測定方法の有効性を確認してい
る。
以上のように，本論文は広帯域通信装置に要求される電気光混載マルチチップモジュール実現のための，配線板構
成技術，光導波路作製技術ならびにモジュール内の発光素子と受光素子一光導波路間無調整型光結合技術に新しい手段
を提案し，その有効性を明らかとしている。さらに，装置内短距離マルチモードファイパ一間光結合トレランス検査
方法として単一軸モード発振する DFB レーザを用いる検査方法を提案し，その有効性を光学的に明らかにしており，
光通信工学ならびに応用物理学の分野に貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値のあるもの
と認める。
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